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恐
慌
論
の
検
討

　
恐
慌
論
の
基
本
間
題
に
つ
い
て

ｏ

松
　
田

弘
　
　
三

　
マ
ル
ク
ス
恐
流
論
歪
歯
の
主
要
方
向
は
、
大
別
す
れ
ば
、
次
の
三
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
ヅ
ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
フ

　
　
ー
）

ス
キ
ー
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
、
諾
産
業
部
門
間
の
不
比
例
を
恐
慌
の
原
因
と
み
な
す
見
解
、
第
二
は
、
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
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グ
に
は
じ
ま
る
「
マ
ル
キ
ス
ト
的
」
過
少
消
費
説
、
第
三
は
、
グ
ロ
ー
ス
マ
パ
や
、
ド
ツ
ブ
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
利
潤
率
低

下
傾
向
の
法
則
を
、
恐
慌
の
原
因
と
み
な
す
昆
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ゥ
小
ー
ジ
ー
は
、
利
潤
率
の
低
下
傾
向
と
過
少
消
費
と
の
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両
者
を
、
恐
慨
の
原
因
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ツ
ガ
ン
、
ロ
ー
九
、
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
ス
マ
４
の
恐
慌
論
の
誤
謬
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
批
判
済
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
ド
ツ
ブ
、
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
の
恐
慌
論
を
、
マ
ル
ク
ス
ー
ー
レ
ー
ニ
ン
的
見
解
と
の

対
比
に
お
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恐
慌
論
の
基
本
問
題
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
と
思
う
。
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冒
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立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
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；
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３
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過
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ブ
レ
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永
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再
生
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働
　
グ
ロ
ー
ス
マ
ン
批
判

　
　
黒
篶
睾
戸
皇
・
津
ぎ
冒
己
・
巨
昌
婁
夢
亘
巳
。
・
重
≠
・
・
一
秦
邑
雪
・
曇
目
ぎ
－
・
二
萎
冒
罵
曇
巨
奉
お
心
り
；
享
奪
｛
警
墨
曇

　
　
｛
ｏ
ｏ
ｎ
胃
ｐ
－
〆
｝
ｏ
ｎ
冒
目
ｏ
ｎ
．
二
Ｈ
Ｈ
Ｈ
．
¢
．

　
　
く
奏
～
≧
・
ぎ
…
葦
昌
冒
声
Ｎ
嚢
冒
冒
彗
一
…
争
守
。
・
一
（
言
邑
后
冒
景
・
嚢
◎
二
一
ｑ
碁
二
彗
昂
竃
篶
、
婁
５
、
喜
、
旨
巨
岬
・
．
．
Ｈ
く
」
・

　
　
■
鼻
毒
一
皇
ｏ
冒
買
ユ
。
・
茅
ｇ
一
〇
昌
。
・
ｐ
…
罵
己
一
昌
ｏ
豪
二
・
８
ユ
ｏ
．
Ｈ
竈
◎
二
一
内
◎
旨
目
；
秦
汀
〇
一
５
Ｈ
目
片
雲
目
葦
昌
巴
ｏ
。
．
〆
自
Ｈ
・
ド
ｇ
ｏ
・
｛
・

　
　
拙
稿
「
資
本
主
義
の
自
動
的
崩
壊
論
の
批
判
」
、
（
『
経
済
論
叢
』
第
六
十
五
巻
第
一
号
）

　
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ル
’
ク
ス
経
済
学
者
モ
ー
リ
ス
・
ド
ツ
ブ
の
恐
慌
論
は
、
ン
、
の
著
「
経
済
学
と
資
本
主
義
」
（
旨
、
一
一
、
｛
。
ｏ
－
）
。
事
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Ｈ
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・
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｛
；
Ｈ
８
◎
）
の
第
四
章
『
経
済
恐
慌
』
（
ｏ
巨
言
實
Ｈ
‘
■
８
９
邑
ｏ
ｏ
茅
窃
）
に
、
の
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
章
は
、
第
二
版
で
、
杣
当
大
き
な
改
訂
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
、
最
近
版
で
あ
る
第
五
版

に
よ
っ
て
、
彼
の
見
解
を
み
る
こ
と
に
す
る
、

　
ド
ツ
ブ
は
ま
づ
、
恐
慌
研
究
の
歴
史
を
回
顧
し
、
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
や
ロ
ー
ド
ベ
ル
タ
ス
の
過
少
消
費
説
や
、
マ
ル
サ
ス
と
リ
カ
ー

ド
と
の
論
争
を
あ
げ
た
の
ち
、
と
く
に
リ
ヵ
ー
ド
と
の
対
比
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
理
論
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
す

な
わ
ち
い
う
「
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
は
、
明
ら
か
に
恐
慌
は
、
資
本
主
義
経
済
そ
れ
自
体
の
本
質
的
な
特
徴
と
結
び
つ
い
た
も
の
で

あ
っ
た
一
こ
の
特
徴
と
は
、
い
わ
ゆ
る
『
生
産
の
無
政
府
性
』
と
、
資
本
主
義
経
済
が
、
意
識
的
に
１
設
定
さ
れ
た
杜
会
的
目
的
の
た

め
で
は
な
く
て
、
利
潤
○
た
め
の
生
産
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
第
一
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
古

ｏ



典
派
が
も
っ
ぱ
ら
主
張
し
た
と
こ
ろ
の
均
衡
へ
の
傾
向
と
と
も
に
、
均
衛
破
壊
へ
の
傾
向
が
生
ま
れ
る
。
第
二
の
特
徴
に
よ
つ
て
、
１
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利
潤
の
変
化
が
、
他
の
階
級
の
収
入
の
変
化
と
は
ま
つ
た
く
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
、

ド
ッ
ブ
が
努
頭
ま
づ
・
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
特
徴
と
し
て
、
生
産
の
無
政
府
性
と
と
も
に
、
そ
れ
が
利
潤
の
た
め
の
生
産
組
織

ノ
し
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恐
慌
の
原
因
を
利
潤
率
の
低
下
に
も
と
め
る
見
解
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
す
べ
き
ノ
・
あ
る
。

　
さ
て
ド
ッ
ブ
は
次
い
で
・
利
潤
卒
の
低
下
傾
向
に
た
い
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
相
反
す
る
解
釈
　
　
そ
れ
は
十
八
世
紀
に
は
歓
迎
さ
れ
、

十
九
世
紀
に
は
憂
慮
さ
れ
た
　
　
を
、
と
く
に
ス
ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド
・
マ
ル
サ
ス
に
つ
い
て
回
顧
し
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
、

過
少
消
費
説
と
セ
ィ
の
市
場
法
則
と
の
対
照
的
見
解
に
た
い
す
る
、
批
判
を
の
、
へ
て
い
る
。
こ
の
市
場
法
則
は
、
生
産
と
交
換
と
を
、

全
体
と
し
て
物
六
交
換
の
過
程
と
し
て
捉
え
、
そ
の
結
果
全
需
要
が
全
供
給
と
と
も
に
増
大
す
る
と
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
真
の

問
題
か
ら
眼
を
外
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
過
少
消
費
説
は
、
需
要
を
孤
立
的
な
要
素
と
し
て
取
扱
い
、
そ
の
生
産
と
の
関
連
を

無
視
し
た
。
消
費
者
と
し
て
の
杜
会
が
、
生
産
者
と
し
て
の
杜
会
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解
し
な
か
つ
た
。
だ
か
ら
そ
れ
は

市
場
法
則
に
た
い
す
る
充
分
な
批
判
を
あ
た
え
る
こ
と
が
ノ
し
き
な
か
つ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
検
討
の
出
発
点
は
、

ド
ッ
ブ
に
よ
れ
ば
『
不
変
』
資
本
と
『
可
変
』
資
本
と
の
区
分
、
お
よ
び
『
相
対
的
剰
余
価
値
ｏ
増
大
』
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
前

者
か
ち
、
資
本
蓄
積
に
と
も
な
う
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
利
潤
率
の
低
下
傾
向
と
が
み
ち
び
き
だ
さ

れ
、
後
者
か
ら
『
反
対
に
作
用
す
る
諾
傾
向
』
が
み
ち
び
き
だ
さ
れ
る
。

　
し
か
し
ド
ッ
ブ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
生
産
諾
力
の
生
産
手
段
生
産
部
門
と
消
費
資
料
生
産
部
門
と
へ
の
分
割
に
も
づ
く
、
資

本
蓄
積
の
結
果
の
分
析
に
さ
さ
げ
ら
九
光
『
資
本
論
』
第
二
巻
第
三
編
へ
の
序
説
に
す
ぎ
な
い
。
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立
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済
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一
八
六
（
七
二
〇
）

　
こ
れ
ら
の
二
部
門
間
の
交
換
過
程
に
、
マ
ル
ク
ス
は
決
定
的
重
要
性
を
お
い
た
。
そ
し
て
彼
の
そ
の
分
析
は
、
未
完
成
に
お
わ
っ

た
と
は
い
え
、
ケ
ネ
ー
の
『
経
済
表
』
を
う
け
つ
ぎ
発
展
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
、
経
済
恩
想
に
た
い
す
る
顕
著
な
貢
献
で
あ
る
。
「
こ
の

表
式
の
主
目
的
は
二
重
で
あ
る
。
第
一
に
そ
れ
は
、
総
生
産
物
と
純
生
産
物
と
の
あ
い
だ
の
、
取
引
さ
れ
る
商
品
総
額
と
個
人
の
収

入
あ
る
い
は
所
得
と
の
あ
い
だ
の
相
異
を
明
示
す
る
。
」
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
ス
ミ
ス
の
商
品
価
値
の
賃
金
・
利
潤
お
よ
び
地
代
へ

の
分
解
の
命
題
に
つ
い
て
の
議
論
を
ふ
く
む
。
「
そ
れ
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
商
晶
価
値
が
そ
の
生
産
に
要
し
た
労
働
力
の
価
値

と
剰
余
価
値
と
用
い
ら
れ
た
不
変
資
本
の
価
値
と
の
合
計
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
経
済
体
制
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
純
価

値
が
た
ん
に
賃
金
と
剰
余
価
値
と
の
合
計
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
と
が
、
と
も
に
正
し
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
第
二

に
そ
れ
は
、
一
方
に
お
い
て
資
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業
と
の
あ
い
だ
に
、
他
方
に
お
い
て
、
機
械
設
備
と
原
料
と
の
た
め
の
産
業

の
代
置
需
要
と
労
働
者
と
資
本
家
と
の
所
得
の
消
費
と
投
資
と
へ
の
分
割
と
の
あ
い
だ
に
、
一
定
の
関
係
が
保
た
れ
る
こ
と
を
要
求

す
る
。
－
…
－
表
式
は
こ
れ
ら
の
関
係
が
保
た
れ
る
な
ら
ば
、
交
換
の
領
域
に
な
に
ら
の
問
題
を
も
ひ
き
お
こ
す
こ
と
な
し
に
、
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

本
の
蓄
積
が
進
行
し
う
る
こ
と
を
示
カ
。
」
と
、
ド
ッ
ブ
は
い
う
。
以
上
は
マ
ル
ク
ス
理
論
の
た
ん
か
る
解
説
に
す
ぎ
な
い
。
さ
て

こ
こ
か
ら
、
ド
ッ
ブ
は
い
か
に
し
て
恐
慌
を
み
ち
ぴ
き
だ
す
か
。

ゆ
豪
三
８
Ｈ
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ぎ
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邑
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二
昌
雫
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昌
．
毒
８
．
予
さ
ー
筆

仁
つ
　
旨
匡
・
勺
・
Ｈ
昌
ー
さ
ド

　
彼
は
い
う
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
た
だ
ち
に
、
市
場
の
た
め
の
個
人
的
生
産
の
も
と
に
お
い
て
は
、
必
要
な
諸
関
係

は
、
た
だ
「
偶
然
」
に
よ
っ
て
の
み
、
保
た
れ
る
と
つ
け
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
、
動
態
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必
要

な
比
例
が
保
た
れ
る
と
こ
ろ
の
、
資
本
主
義
経
済
の
機
構
の
欠
除
に
よ
っ
て
、
交
換
過
程
は
つ
ね
に
分
裂
の
危
険
を
も
つ
こ
と
を
、



明
ら
か
に
し
て
い
る
。
資
本
主
義
経
済
体
制
に
お
け
る
な
ん
ら
か
の
秩
序
の
変
化
は
、
と
く
に
技
術
あ
る
い
は
蓄
積
率
の
変
化
は
、

た
ん
に
偶
然
の
結
果
と
し
て
で
は
な
く
常
態
と
し
て
、
均
衡
の
破
壊
に
み
ち
び
く
傾
向
を
も
つ
。
こ
れ
は
相
互
依
存
的
な
各
種
部
門

の
生
産
が
、
原
子
的
に
、
多
数
の
無
関
係
な
独
立
の
決
定
に
よ
っ
て
、
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
市
場
は
こ

れ
ら
の
決
定
を
事
前
に
斉
合
さ
せ
る
に
は
無
力
で
あ
り
、
均
衡
の
最
初
の
破
壌
が
つ
く
り
だ
す
価
格
変
動
の
圧
力
に
よ
っ
て
の
み
、

事
後
的
に
そ
う
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
恐
硫
は
応
報
で
あ
る
と
と
も
に
浄
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
経
済
に
お
い
て
、
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

衡
が
ひ
と
た
び
大
規
模
に
破
ら
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
を
強
制
し
う
る
唯
一
の
機
構
と
し
て
あ
ら
わ
れ
俳
。
」

　
「
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
二
産
業
部
門
間
の
比
例
の
破
壊
が
、
急
速
な
資
本
蓄
積
の
進
行
中
に
生
ず
る
の
に
は
、
二
つ
の
彫
態
が
あ

る
。
、
蓄
積
の
増
大
は
、
も
し
そ
れ
が
不
連
続
的
な
増
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
消
費
財
に
た
い
す
る
需
要
が
滅
少
し
、
労
働
そ
の

他
の
資
源
が
生
産
手
段
の
製
造
に
移
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
推
移
の
時
期
を
ふ
く
む
で
あ
ろ
う
。
蓄
積
が
資
本
の
有
機
的
構
成
の
急
激

な
変
化
を
と
も
な
、
り
な
ら
ば
、
こ
れ
は
い
つ
そ
う
激
し
く
な
る
。
こ
の
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
消
費
財
産
業
の
利
潤
は
低
下
し
、

失
業
が
結
果
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
見
す
る
と
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
部
門
の
利
潤
と
雇
傭
と
の
滅
少
が
、
他
の
生
産
手
段
製
造
部
門
の
利

潤
と
雇
傭
と
の
増
大
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
、
な
に
ら
全
般
的
恐
慌
を
勃
発
せ
し
め
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
な
ぜ
こ
の
種
の
変
化
は
、
つ
ね
に
お
こ
っ
て
消
費
財
製
造
業
部
門
の
重
心
の
移
動
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
消
費
者
需
要
の
変

化
以
上
の
、
一
時
的
で
特
殊
的
で
な
い
効
果
を
も
つ
か
と
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
消
費
財
製
造
業
全
般
に
わ
た
る
活
動

性
の
低
下
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
特
別
の
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
生
産
手
段
製
造
業
は
最
後
消

費
財
の
製
造
業
に
依
存
し
、
ン
、
し
て
前
者
に
た
い
す
る
需
要
は
、
特
別
の
意
味
に
お
い
て
、
後
者
か
ら
み
ち
び
き
だ
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
、
…
－
…
消
費
財
産
業
に
利
潤
の
低
下
が
生
ず
る
と
、
こ
れ
は
生
産
手
段
に
た
い
す
る
需
要
を
滅
少
さ
せ
て
、
全
般
的

　
　
ド
ツ
ブ
恐
慌
諭
の
検
討
（
松
囲
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
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七
二
一
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’

　
　
立
命
館
経
済
ダ
一
第
一
巻
．
雲
・
六
号
一
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
一
七
：
一

恐
慌
を
結
果
す
る
と
い
う
こ
と
隻
暴
ち
差
る
。
一
「
し
か
し
不
比
例
の
こ
の
形
態
は
、
全
般
的
恐
慌
の
本
源
的
要
素
で
あ
る
と

し
て
も
・
学
し
も
つ
ね
に
一
言
で
雲
簑
は
き
。
均
衡
の
破
壊
は
反
対
の
側
か
室
生
じ
う
る
の
で
書
、
ま
づ
生
産
重

製
嚢
の
利
潤
と
活
動
性
の
低
下
差
っ
て
奮
荒
る
。
事
実
こ
祭
恐
慌
の
お
こ
る
、
も
つ
と
嘉
繁
藁
讐
あ
る
と
い
う

多
く
の
監
窒
ざ
以
上
は
生
産
の
無
政
府
性
に
も
と
づ
く
生
産
諾
部
門
間
の
不
均
衡
に
よ
る
穣
の
説
明
差
る
。
こ
こ
で
、

生
祭
結
局
消
費
と
結
び
つ
き
、
そ
浩
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
完
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
喜
差
く
正
し
い
。
し
か
し

「
一
杜
会
の
消
費
力
』
と
「
生
産
諾
部
門
間
の
均
衛
』
と
は
、
別
£
、
猿
立
し
た
、
互
い
轟
連
の
奮
条
件
で
塞
一
く
「
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

に
・
消
費
の
一
定
の
状
態
は
均
衡
の
一
要
素
で
あ
が
。
」
と
い
う
認
識
が
明
確
で
な
か
つ
た
た
め
に
、
岬
／
、
の
説
明
は
過
程
の
た
ん
在

る
叙
述
に
お
わ
り
、
恐
慌
の
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
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カ
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Ｈ
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．
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冒
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・
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書
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司
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．
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．
＝
目
。
。
、
一
一
。
一
。
。
。
。
サ
。
、
ご
。
）
◆
旨
チ
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．
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そ
こ
で
ド
ッ
ブ
は
視
角
を
か
え
て
、
彼
の
独
自
の
恐
慌
論
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。
彼
は
、
マ
ル
・
ク
ス
の
『
拡
張
再
生
産
』
の
表
式
に

は
・
次
の
よ
う
な
仮
定
が
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
仮
定
の
検
討
は
、
た
だ
ち
に
寸
ル
ク
ス
恐
慌
論
の
他
の
二
つ
の
、
い
つ
そ
う
基
本

的
な
要
素
に
み
ち
び
く
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
第
一
に
、
彼
は
新
投
資
が
資
本
の
有
機
的
構
成
に
変
化
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と

　
　
投
資
が
も
っ
ぱ
ら
最
近
ホ
ー
ト
レ
ー
氏
が
名
づ
け
た
、
資
本
構
成
の
『
深
化
』
（
い
、
｛
、
、
勺
、
、
一
一
目
胴
，
、
）
と
区
別
し
た
意
味
で
の
『
拡

大
』
（
４
竃
彗
一
轟
５
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
と
、
仮
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
、
第
二
に
、
彼
は
「
拡
張
再
生
産
』
（
も
し
く
は

純
婁
一
が
不
奮
率
蓋
行
す
る
と
い
う
仮
定
を
も
っ
て
は
じ
め
る
。
；
仮
定
が
告
の
ジ
、
か
れ
、
再
生
祭
増
大
す
る
率
で



お
こ
な
わ
れ
る
か
、
も
し
く
は
貯
蓄
が
同
時
に
投
資
行
為
を
と
も
な
う
こ
と
な
し
に
全
面
的
な
規
模
で
お
こ
な
わ
れ
る
や
い
な
や
、

ロ
ー
ザ
．
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
主
た
る
、
ア
ー
マ
で
あ
っ
た
、
剰
余
価
値
の
い
わ
ゆ
る
『
実
現
」
問
題
が
お
こ
っ
て
く
る
。
も
し
資
本

家
が
、
以
前
消
費
財
の
購
入
に
つ
い
や
し
て
い
た
剰
余
価
値
の
一
部
を
蓄
積
（
も
し
く
は
貯
蓄
）
し
よ
う
と
決
意
す
る
な
ら
ば
、
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

費
財
の
販
売
者
の
手
に
は
販
売
さ
れ
え
な
い
滞
貨
が
生
ず
る
で
あ
ろ
か
。
」
こ
こ
で
ド
ツ
ブ
が
、
口
ー
ザ
と
同
様
に
、
「
実
現
』
の
問

題
が
あ
た
か
も
蓄
積
さ
れ
る
剰
余
価
値
部
分
に
か
ん
し
て
の
み
お
こ
る
か
の
よ
う
に
い
っ
て
、
　
　
の
み
な
ら
ず
ド
・
ブ
は
口
ー
ザ

の
提
出
し
た
問
題
を
解
決
し
て
い
な
い
　
　
「
実
現
の
問
題
は
、
杜
会
的
生
産
物
の
全
部
分
の
補
填
を
、
価
値
に
よ
り
、
ま
た
現
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

彩
熊
に
よ
っ
て
、
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
の
は
、
彼
の
見
解
の
基
太
的
詳
謬
に
つ
凌
が
ろ
も
の

と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ド
ツ
ブ
は
第
一
の
仮
定
に
つ
い
て
語
り
つ
づ
け
る
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
蓄
積
が
長
く
『
資
本
の
有
機
的
構

成
』
の
変
化
な
し
に
進
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
抽
象
的
な
仮
定
で
あ
る
。
も
し
可
変
資
本
が
全
投
資
が
進
行
す
る
と
同
率
で
成
長

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
無
尽
蔵
の
労
働
予
備
軍
を
包
含
す
る
。
通
常
の
条
件
で
は
、
資
本
の
こ
の
『
拡
大
』
が
非
常
に
進
む
ま
え
に
・

労
働
予
備
の
滅
少
が
、
賃
金
の
急
激
な
上
昇
運
動
の
傾
向
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
そ
れ
自
身
利
潤
率
の
低
下
を
早
め

る
よ
う
に
な
る
。
か
く
し
て
、
資
本
蓄
積
は
通
常
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
と
も
な
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
剰
余
価
値

年
率
の
増
大
』
に
よ
つ
て
梢
殺
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
利
潤
率
の
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
。
　
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
利
潤
率
の
低

下
傾
向
を
、
蓄
積
と
拡
張
の
過
程
が
そ
の
効
果
を
自
ら
う
ち
こ
わ
し
、
か
く
し
て
必
然
的
に
そ
の
疾
恵
を
再
発
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
基

礎
的
原
因
と
し
て
、
周
期
的
恐
流
の
重
要
な
基
礎
的
原
因
お
よ
び
長
期
的
趨
勢
を
か
た
ち
づ
く
る
要
因
と
み
な
し
た
こ
と
は
明
ら
か

　
　
の

　
　
１

で
あ
る
。
」
利
潤
率
の
低
下
傾
向
は
恐
慌
の
基
礎
的
原
因
で
あ
る
、
と
こ
こ
で
ド
ツ
ブ
は
確
言
す
る
。
そ
れ
は
は
た
し
て
正
し
い
で

　
　
ド
ツ
ブ
恐
慌
論
の
検
討
（
松
囲
）
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
（
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二
三
）
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あ
ろ
う
か
。
い
ま
し
ば
ら
く
彼
の
説
く
と
こ
ろ
を
き
こ
う
。

一
九
〇
（
七
二
四
）

功
ｏ
・
；
二
巨
｛
．
甲
Ｈ
８
１
－
畠
・

吻
巨
三
貴
９
§
ポ
茎
一
一
＝
隻
§
目
葦
Ｓ
宍
蔓
事
旨
二
婁
書
考
・
・
パ
宇
、
、
、
・
、
、
ン
套
・

¢
翰
Ｕ
・
亘
董
ｐ
ｏ
」
ミ
ｉ
Ｈ
婁

次
に
ド
一
ブ
は
・
利
潤
率
の
低
下
傾
向
と
反
対
諾
傾
向
と
の
い
づ
紮
う
ち
勝
つ
か
と
い
う
問
題
に
か
ん
す
る
、
彼
の
見
解
を
示

す
う
ル
ク
ス
の
分
析
は
・
こ
の
二
つ
の
傾
向
の
い
づ
紮
う
ち
勝
つ
か
と
い
三
と
に
つ
い
て
、
必
要
嘉
理
的
基
礎
を
提
供

し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
』
：
…
…
マ
ル
ク
ス
が
、
資
本
蓄
積
と
技
術
的
変
化
の
進
行
と
と
も
に
、
利
潤
率
が
実
際
継
続
的
に

低
下
す
る
と
・
完
倉
予
期
し
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
讐
が
き
。
し
か
し
彼
が
、
一
方
の
嚢
套
然
的
に
他
方
に
う
ち

勝
つ
と
い
う
・
先
験
的
註
明
を
撲
し
奈
一
た
の
は
、
「
菜
論
』
第
三
票
末
完
肇
あ
つ
た
が
た
め
で
は
な
く
、
熟
慮
の

う
え
で
な
さ
れ
た
省
略
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
抽
象
的
に
な
に
ら
か
の
解
答
が
あ
た
え
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
、

あ
る
い
は
た
ん
な
る
技
術
的
変
化
に
つ
い
て
デ
」
タ
か
ら
、
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
る
法
則
が
機
械
的
に
演
緯
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
こ
と
は
・
彼
の
全
歴
嵩
方
雀
背
離
す
る
か
享
雲
。
一
ル
ク
ス
が
、
生
ず
る
実
際
の
価
値
変
化
は
、
技
術
的
変

化
と
特
定
時
点
圭
び
段
階
に
春
る
階
級
関
係
の
特
殊
の
髭
と
の
あ
い
だ
の
笠
作
用
の
綜
果
差
る
も
の
と
し
て
、
事
態
を

理
解
し
て
い
た
こ
と
は
讐
奪
そ
し
て
彼
は
、
後
者
が
「
経
済
杜
会
の
畿
法
則
』
の
型
の
叢
に
支
配
的
藁
響
蓑
ぼ
す
、

と
い
う
こ
と
を
鵠
し
て
い
る
・
…
・
－
こ
の
運
動
法
則
は
、
純
粋
に
技
術
的
翁
明
亀
婁
た
い
、
い
一
、
れ
は
生
産
籍
の
琵

の
性
質
に
か
ん
す
る
長
化
の
単
純
集
た
る
こ
と
は
で
美
い
－
…
一
・
ル
ク
ス
は
、
偶
と
箸
傾
向
と
少
、
、
、
一
、
こ
か
ら
経

済
の
一
般
的
蓋
動
が
生
じ
て
く
る
と
こ
ろ
の
、
闘
争
物
の
要
素
と
し
て
考
え
た
と
、
す
奈
嘉
力
の
闘
争
は
、
平
衡
と
円
滑
な



運
動
と
を
「
偶
然
的
」
に
の
み
実
現
す
る
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
均
衡
の
急
激
な
破
壊
を
促
進
し
、
波
動
を
と
も
な
い
、
そ
れ
が

資
本
主
義
経
済
の
具
体
的
諾
条
件
の
も
と
で
、
恐
流
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
た
と
み
る
の
が
、
正
し
い
解
釈
で
あ
る
と
思
わ

　
　
む

れ
る
、
。
」

　
そ
こ
で
は
生
ず
る
実
際
の
変
化
を
、
す
な
わ
ち
利
潤
率
が
現
実
に
低
下
す
る
か
否
か
を
、
決
定
す
る
も
の
は
な
に
か
。
そ
れ
は
ド

ツ
ブ
に
よ
れ
ば
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
大
小
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ま
づ
「
大
き
な
「
杣
対
的
過
剰
人
口
「
一
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
事
態

を
、
す
な
わ
ち
現
在
の
雇
傭
数
を
超
過
す
る
豊
富
な
労
働
の
剰
余
を
仮
定
し
よ
う
。
こ
れ
は
人
口
増
加
の
白
然
率
が
資
本
の
蓄
積
率

よ
り
も
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
は
労
働
が
機
械
に
よ
っ
て
、
新
産
業
に
お
け
る
投
資
が
そ
れ
を
吸
収
す
る
よ
１
り
も
速
や
か
に

と
っ
て
代
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
経
済
の
あ
る
領
域
が
依
然
と
し
て
マ
ル
ク
ス
が
「
原
始
的
蓄
積
」
と
よ
ん
だ
段
階
に

あ
っ
て
、
農
氏
あ
る
い
は
小
生
産
者
が
所
有
を
失
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
事
実
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

状
況
は
リ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
の
黄
金
の
道
と
し
て
描
か
れ
た
。
資
本
蓄
積
の
新
し
い
波
の
各
六
は
、
以
前
の
生
産
過
程

の
反
覆
と
拡
大
と
し
て
投
資
さ
れ
え
、
労
働
力
の
遣
加
的
な
層
は
以
前
よ
り
高
く
な
い
価
格
で
吸
収
さ
れ
、
こ
の
新
し
い
層
は
以
前

と
お
な
じ
剰
余
価
値
卒
で
搾
取
さ
れ
る
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
搾
取
の
範
囲
は
、
資
本
蓄
積
と
お
な
じ
割
合
で
拡
張
さ
れ
る
。
そ

の
緒
果
利
潤
率
に
は
な
に
ら
の
低
下
も
起
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
ン
、
し
て
お
な
じ
理
由
に
よ
っ
て
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
変
更
の

動
機
も
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
。
：
・
－
…
ン
、
し
て
ま
た
産
業
が
生
産
手
段
と
消
費
手
段
と
の
製
造
に
分
た
れ
る
割
含
が
、
杜
会
の
貨
幣

所
得
の
う
ち
投
作
、
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
も
の
と
消
費
財
に
つ
い
や
さ
れ
る
も
の
と
の
割
合
と
対
応
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
生
産
物
の
「
処

分
』
の
間
題
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

も
し
も
こ
の
状
況
に
お
い
て
新
し
い
技
術
的
発
明
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
資
本
の
有
機
的
構
成
を
高
度
化
す
る
動
機
が
存
在
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す
る
で
あ
ろ
う
亡
か
し
こ
の
状
況
の
も
と
で
は
・
こ
の
変
貨
学
し
為
翠
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
は
婁
ヅ
。
も
し

わ
れ
わ
架
新
叢
は
嚢
と
生
肇
簑
造
業
と
を
ふ
く
む
全
産
着
適
用
さ
れ
う
る
と
仮
定
す
る
奮
ば
、
そ
の
と
き
は
利

潤
率
は
竿
し
き
で
・
実
に
上
昇
す
る
言
し
れ
な
い
。
奪
奮
、
も
し
実
質
賃
金
を
上
昇
せ
し
め
る
よ
う
窪
響
が
存
在
し

き
奮
ば
一
え
は
仮
定
に
よ
一
て
労
働
市
場
の
遇
剰
状
態
か
塞
た
会
れ
て
い
る
条
件
で
あ
る
一
、
労
働
力
の
価
値
は
生
活

資
料
の
価
値
と
と
芝
低
下
し
・
そ
れ
に
よ
一
て
「
搾
取
窒
る
い
は
剰
余
価
値
率
一
は
黒
す
る
差
ろ
う
。
、
、
、
し
て
生
産
力
の

増
大
は
機
械
と
原
料
と
の
価
値
多
か
れ
少
か
悲
下
さ
せ
る
、
て
あ
ろ
う
か
享
雲
。
い
い
か
え
註
一
梢
対
的
剰
余
価
値
一
の

増
大
圭
び
一
不
萎
本
嚢
素
の
低
廉
化
一
一
の
反
対
傾
向
は
、
ネ
萎
本
と
可
萎
本
と
の
割
合
に
青
る
最
初
の
変
化
無
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１

在
す
る
、
利
潤
率
低
下
へ
の
傾
向
を
圧
倒
す
る
か
も
し
れ
、
な
い
。
」

と
こ
ろ
で
反
対
に
・
「
い
享
労
働
市
場
の
異
一
た
状
態
、
す
雲
為
対
的
過
剰
合
が
少
く
て
嚢
の
膨
脹
に
よ
つ
て
そ
れ

が
吸
収
し
つ
く
さ
れ
る
過
猪
書
・
．
そ
し
て
中
間
層
の
プ
ニ
タ
ー
ア
集
緩
讐
あ
る
か
、
あ
る
い
は
停
止
し
て
い
る
か
で
あ

る
場
合
・
ま
た
は
労
働
者
が
強
力
に
組
織
さ
れ
て
い
て
、
労
働
力
に
た
い
す
る
雇
主
の
撃
竃
る
と
き
に
は
、
貨
幣
賃
金
を
滅
少

し
よ
う
と
す
る
圧
力
に
抵
抗
し
・
そ
れ
を
増
大
し
さ
え
す
る
場
合
を
仮
定
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
き
て
は
、
葉

蓄
禁
笑
し
・
市
落
さ
て
利
用
し
う
る
労
働
力
の
剰
余
が
潤
渇
に
近
づ
く
一
こ
れ
は
誓
く
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
達
す
る

こ
と
は
で
き
き
が
一
と
き
に
は
・
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
の
乗
の
撃
は
、
労
働
力
の
価
格
を
騰
貴
さ
せ
る
傾
向
竃
つ
で

あ
ろ
う
・
…
…
．
に
か
え
注
・
こ
の
場
Ａ
曇
本
蔑
は
搾
濫
囲
の
可
能
姦
が
茎
超
え
る
傾
き
竃
つ
の
で
あ
つ
て
、
現

存
蟹
の
搾
取
を
篭
す
る
手
篭
欠
け
る
奮
ば
、
資
本
単
位
当
り
の
利
潤
率
は
低
下
其
ば
奮
ぬ
。
安
価
姦
働
力
の
限
一
り

れ
た
予
備
后
会
う
誓
本
は
、
享
ポ
す
不
萎
本
の
形
警
、
資
本
の
有
機
駕
成
を
高
め
る
縞
果
と
言
新
籍
謹
涛



う
傾
向
を
も
つ
ひ
こ
の
場
合
に
は
不
変
資
本
の
可
変
資
本
に
た
い
す
る
割
合
に
お
け
る
変
化
は
、
利
潤
率
の
低
下
を
と
も
な
う
し
と

い
う
の
は
こ
の
変
化
そ
の
も
の
が
、
『
相
対
的
剰
余
価
値
の
増
大
』
と
い
う
か
た
ち
で
の
、
利
潤
卒
の
低
下
に
た
い
す
る
直
接
の
、

あ
る
い
は
少
く
と
も
梢
当
の
『
補
償
」
を
排
除
し
て
い
る
、
労
働
市
場
の
相
対
的
稀
少
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

６
）１る
。
」
相
対
的
過
剰
人
口
の
増
減
が
、
利
潤
卒
低
下
の
反
対
傾
向
と
し
て
の
相
対
的
剰
余
価
値
の
増
大
を
規
制
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
異
議
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
そ
の
利
潤
卒
の
低
下
が
た
だ
ち
に
恐
慌
の
原
因
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
恐
慨
を
直
接
的
生
産
過
程
の
立
場
の
み
か
ら
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

仙
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事
実
ド
ツ
ブ
は
「
経
済
学
と
資
本
主
義
」
の
初
版
に
お
い
て
は
、
利
潤
卒
の
低
下
か
ら
恐
慌
を
み
ち
び
き
だ
そ
う
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
「
一
見
す
る
と
、
利
潤
率
の
か
か
る
低
下
を
恐
硫
の
原
因
に
精
び
つ
け
る
こ
と
は
、
た
と
え
こ
の

低
下
が
将
来
資
本
の
蓄
積
率
を
漸
次
低
め
る
と
い
う
続
果
を
も
た
ら
す
に
し
て
も
、
な
ん
ら
充
分
な
根
拠
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
蓄
積
率
の
滅
退
が
機
械
や
装
置
を
生
産
す
る
産
業
に
た
い
す
る
需
要
を
滅
少
せ
し
め
る
に
し
て
も
、
以
前
投
資

に
嶋
て
ら
れ
て
い
た
所
得
部
分
が
消
費
支
出
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
消
費
財
産
業
に
た
い
す
る
需
要
が
増

大
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
そ
の
間
な
ん
ら
激
し
い
不
均
衡
を
生
ず
る
余
地
は
な

い
。
そ
れ
で
は
利
潤
卒
の
低
下
が
、
商
品
価
格
の
下
落
と
同
様
に
、
円
滑
な
不
断
の
発
展
の
あ
た
り
ま
え
の
随
伴
物
た
り
え
な
い
と

い
う
、
理
由
は
な
ん
で
あ
る
か
。
マ
ル
ク
ス
恐
慌
論
の
独
自
の
特
色
が
み
ち
び
き
だ
さ
れ
る
の
は
、
資
本
制
生
産
の
動
機
が
社
会
的
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な
目
的
で
は
な
く
て
利
潤
の
生
産
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
利
潤
の
低
下
が
ユ
ニ
ー
ク
な
効
果
を
も
つ
と
い
う
事
実
の
明
確
な
認
識
か

ら
で
あ
る
・
利
潤
率
の
こ
の
よ
う
な
低
下
に
た
い
し
て
は
、
投
資
と
生
産
と
の
決
定
権
を
も
つ
階
級
は
明
白
な
低
抗
を
示
す
で
あ
ろ

う
か
ら
、
そ
れ
は
決
定
的
な
不
均
衡
化
の
効
果
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
抽
象
的
な
「
杜
会
的
生
産
』
の
制
度
に
お
い
て
は
、
不
均
衡
化

の
な
ん
ら
の
原
因
．
も
あ
ら
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
資
本
主
義
杜
会
に
お
い
て
は
、
利
潤
の
期
待
の
失
望
は
投
資
お
よ
び
生
産
の
急

激
な
削
滅
を
、
し
か
も
産
業
の
一
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
全
般
的
に
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
…
そ
し
て
利
潤
率

低
下
の
傾
向
は
、
均
等
に
か
つ
継
続
的
に
で
は
な
く
、
こ
の
低
下
が
労
働
市
場
の
状
態
（
労
働
需
要
の
増
大
と
賃
金
上
昇
）
に
よ
つ

て
促
進
さ
れ
る
と
き
に
、
突
如
と
し
て
作
用
す
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
資
本
の
急
激
な
反
動
を
ひ
き
起
す
効
果
は
大
き
く
な
り

が
ち
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
反
動
は
周
期
的
な
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
さ
え
あ
る
性
格
を
と
り
が
ち
で
あ
る
。
」

　
だ
が
・
「
な
ぜ
資
本
家
は
そ
の
貨
幣
を
遊
ば
せ
て
な
ん
ら
の
利
潤
を
も
受
取
ら
な
い
よ
り
は
、
む
し
ろ
低
い
利
潤
卒
ノ
し
投
資
を
継

続
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
－
…
…
そ
の
理
由
は
資
本
家
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
利
潤
率
の
継
続
を
期
待
し
て
、
彼
ら
の
計
算
の
立
場

か
ら
こ
れ
ま
で
過
剰
に
投
資
し
て
き
た
と
…
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
来
る
べ
き
利
潤
卒
の
変
化
を
予
期
し
た
な
ら
ば
お
こ
な
わ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
よ
う
な
、
錯
誤
を
お
か
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
彼
ら
の
行
動
に
変
化
が
生
じ
、
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た
だ
ち
に
投
資
を
や
め
て
流
動
的
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
保
蔵
に
転
ず
る
こ
と
に
な
る
。
」
こ
の
説
明
は
第
二
版
以
後
は
削
除
さ
れ

た
・
そ
し
て
そ
の
代
り
に
た
だ
、
マ
ル
’
ク
ス
が
利
潤
率
の
低
下
傾
向
を
重
要
視
し
た
と
い
う
主
張
が
お
か
れ
た
。
し
か
し
ド
ツ
ブ
が

利
潤
率
の
低
下
を
恐
慌
の
原
閃
と
み
な
す
彼
の
基
本
的
見
解
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
次
の
過
少
消
費
説
に
た
い
す
る
彼

の
見
解
を
み
て
も
わ
か
る
。
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「
も
し
マ
ル
ク
ス
の
理
論
が
、
重
要
な
点
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
過
少
消
費
説
と
相
異
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
前
者
の
後

者
に
た
い
す
る
正
確
な
関
係
は
た
に
か
。
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
理
論
を
過
少
消
費
説
〇
一
つ
で
あ
る
と
解

釈
す
べ
き
根
拠
が
あ
る
か
こ
こ
の
問
題
に
た
い
す
る
解
答
は
容
易
で
は
な
い
。
：
…
・
－
た
し
か
に
マ
ル
ク
ス
の
理
論
は
、
投
資
は
消

費
の
な
ん
ら
か
の
新
た
な
源
泉
が
あ
ら
わ
れ
な
い
か
ぎ
り
必
然
的
に
過
剰
生
産
を
ひ
き
起
す
と
か
、
高
賃
金
は
恐
慌
を
防
ぎ
不
況
を

回
復
さ
せ
る
に
充
分
だ
と
か
、
も
し
く
は
消
費
の
不
足
は
つ
ね
に
恐
慌
促
進
の
原
因
ノ
し
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
恐
慌
は
消
費
財
産
業
か

ら
出
発
す
る
と
か
い
う
意
味
に
お
け
る
、
遇
少
消
費
説
の
一
つ
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
…
彼
の
理
論
を
過
少
消
費
説

の
一
つ
と
解
釈
す
る
人
六
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
二
つ
の
章
句
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
『
あ
ら
ゆ
る

現
実
の
恐
慌
の
窮
局
の
原
因
は
、
依
然
と
し
て
つ
ね
に
、
あ
た
か
も
社
会
の
絶
対
的
消
費
力
だ
け
が
限
界
を
な
す
か
〃
ご
と
く
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

産
諾
力
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
資
本
制
生
産
の
衝
動
と
比
較
し
て
の
、
大
衆
の
窮
乏
と
制
限
さ
れ
た
消
費
と
で
あ
る
。
」
、
も

し
こ
れ
だ
け
が
単
独
に
あ
た
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
マ
ル
サ
ス
や
ロ
ー
ド
ベ
ル
タ
ス
に
類
似
し
た
単
純
な
過
少
消
費
説
的
解
釈
に
戸

口
を
開
く
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
が
他
の
箇
所
で
の
べ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
み
て
、
と
く
に
彼
が

ロ
ー
ド
ル
ベ
ル
タ
ス
の
『
恐
慌
は
支
払
能
力
あ
る
消
費
の
稀
少
小
ら
生
じ
」
　
「
弊
害
は
賃
金
騰
貴
に
よ
っ
て
と
り
の
ぞ
か
れ
る
だ
ろ

う
。
」
と
い
う
見
解
を
は
っ
き
り
と
拒
否
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
あ
た
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
－
第
二
の
章
句
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
直
接
的
搾
取
の
諾
条
件
と
剰
余
価
値
の
実
現
の
諾
条
件
と
は
同
一
で
は
な
い
。

両
者
は
時
間
的
お
よ
び
場
所
的
に
別
人
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
論
理
的
に
も
別
の
も
の
で
あ
る
、
前
者
は
杜
会
の
生
産
力
に
よ
つ

て
の
み
制
限
さ
れ
、
後
者
は
さ
ま
ざ
ま
生
産
諾
部
門
間
の
比
例
関
係
と
杜
会
の
消
費
能
力
と
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

後
者
（
消
費
力
）
は
絶
対
的
生
産
力
に
よ
っ
て
も
絶
対
的
消
費
力
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
人
口
の
大
衆
の
消

　
　
ド
ツ
ブ
恐
慌
諭
の
検
討
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
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七
二
九
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立
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費
を
多
か
れ
少
か
れ
狭
い
隈
界
内
に
お
い
て
の
み
変
動
す
る
最
低
限
に
縮
少
さ
せ
る
。
分
配
の
敵
対
的
諾
条
件
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）
　
　
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
■
　
　
　
２

消
費
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
」
こ
こ
で
ド
ツ
ブ
が
、
こ
れ
ら
の
マ
ル
ク
ス
の
章
句
が
単
独
に
あ
た
え
ら
れ
た
場
合
に

は
、
過
少
消
費
説
的
解
釈
に
戸
口
を
ひ
ら
く
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
ま
た
し
ば
し
ば
マ
ル
ク
ス
の
理
論
と
過
少
消
費
説
と
を
区
別
す

る
の
に
苦
し
ん
で
い
る
の
は
、
彼
が
資
本
主
義
杜
会
に
お
け
る
「
生
産
の
無
制
限
的
拡
大
の
傾
向
と
限
ら
れ
た
消
費
と
の
あ
い
だ
の

　
　
　
　
　
　
１
）

矛
盾
」
を
「
確
識
」
す
る
こ
と
と
、
過
少
消
費
説
と
を
混
同
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
明
確
に
の
べ
て
い
る
。
マ
ル
ク

ス
の
学
説
は
「
生
産
と
消
費
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
の
事
実
」
を
「
完
全
に
認
め
る
。
だ
が
こ
れ
に
た
い
し
て
は
、
全
資
本
主
義
的
生

産
の
一
部
門
に
の
み
か
ん
す
る
事
実
と
し
て
、
１
相
当
す
る
附
属
的
な
地
位
を
あ
た
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
近
代
の
経
済
体
制
の
よ

り
深
刻
な
根
本
的
な
他
の
矛
盾
、
す
な
わ
ち
生
産
の
社
会
的
性
質
と
占
有
の
私
的
性
質
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
．

れ
る
恐
慌
を
、
こ
の
事
実
は
説
明
し
え
な
い
こ
と
を
、
こ
の
学
説
は
教
え
て
い
る
。
」
と
。
こ
こ
に
こ
そ
マ
ル
ク
ス
の
理
論
と
過
少

消
費
説
と
の
根
本
的
差
異
が
あ
る
の
だ
。
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穴
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３
＞
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二
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八
頁
、
た
■
し
こ
こ
で
は
ド
ツ
ブ
の
英
文
よ
リ
訳
串
以
下
同
様

　
０
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旨
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働
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昌
ま
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目
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｛
２
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毛
ご
巳
ポ
冒
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，
戸
昌
旨
一
彗
｛
．
ｂ
竃
声
毛
岸
巳
ヨ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
・
声
目
プ
竃
胴
ｏ
ｃ
・
ｏ
ｏ
ｏ
｛
・

　
幼
　
　
ｉ
ｇ
二
～
Ｎ
目
『
（
一
一
量
鼻
斤
一
ｑ
げ
二
斤
｛
ｇ
ｏ
斤
◎
目
ｏ
目
オ
ｏ
｝
ｏ
目
■
◎
昌
ｐ
巨
汀
冒
目
ｏ
。
一
亭
昌
．
○
○
．
ｑ
ヨ
一

　
さ
て
ド
ツ
ブ
は
つ
づ
け
る
「
マ
ル
ク
ス
が
こ
れ
ら
ｏ
章
句
に
お
い
て
心
に
描
い
て
い
た
り
は
、
次
の
命
題
で
あ
る
と
考
え
る
の
が

合
理
的
で
あ
る
よ
に
思
わ
れ
る
、
－
－
…
・
現
存
資
本
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
う
る
利
潤
量
は
、
つ
ね
に
こ
の
資
本
が
い
か
に
完
全
に
一



　
股
の
投
資
お
よ
び
消
費
と
の
関
連
に
お
い
て
、
資
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業
と
の
あ
い
だ
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
み

　
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
と
き
に
お
け
る
消
費
プ
ラ
ス
投
資
の
総
量
に
依
存
す
る
。
消
費
の
増
加
は
利
潤
の
増
加
の
も
っ
と
も
持
続
的

　
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
そ
の
と
き
の
一
時
的
な
効
果
に
加
え
て
、
将
来
の
資
本
財
に
た
い
す
る
需
要
を
増
大
さ
せ
、

・
か
く
し
て
新
投
資
が
利
潤
率
の
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
と
い
う
傾
向
を
ひ
き
の
ば
す
こ
と
に
な
る
か
ら
。
し
か
し
賃
金
の
騰
貴
を
通
じ

　
て
の
大
衆
消
費
の
い
か
な
る
増
加
も
、
そ
れ
が
需
要
を
増
加
さ
せ
る
だ
け
コ
ス
ト
を
高
め
る
た
め
に
、
そ
の
効
果
を
台
な
し
に
し
て

．
し
ま
う
だ
ろ
う
。
か
く
て
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
消
費
が
生
産
力
と
比
例
的
に
増
加
す
る
と
い
う
見
込
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
地
方

　
投
資
の
増
加
は
、
需
要
の
増
加
と
し
て
一
時
的
に
は
同
様
な
効
果
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
本
構
成
の
変
化
と
、
し
た
が
っ
て

近
い
将
来
に
お
け
る
利
潤
卒
の
低
下
と
い
う
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
消
費
は
全
趨
勢
に
お
け
る
一
つ
の
出
来

事
　
　
一
つ
の
重
要
な
出
来
事
　
　
で
あ
り
、
生
産
力
と
消
費
と
の
矛
盾
は
恐
慌
の
一
面
で
あ
り
、
そ
の
体
制
の
周
期
的
な
崩
壊
に

あ
ら
わ
れ
る
矛
盾
の
一
要
素
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
た
ん
に
一
面
た
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
が
生
産
の
領
域
に
お

け
る
矛
盾
　
　
蓄
積
の
結
果
と
し
て
の
増
大
す
る
生
産
力
と
資
本
の
収
益
性
の
低
下
と
の
あ
い
だ
の
、
資
本
主
義
杜
会
の
生
産
諾
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
一

　
と
生
産
諾
関
係
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
　
　
を
も
っ
て
、
本
質
的
な
も
の
と
み
な
し
た
の
は
明
白
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

　
　
こ
の
箇
所
は
初
版
で
は
次
の
言
葉
で
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
「
こ
れ
ら
の
章
句
で
マ
ル
ク
ス
が
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
は
、
論
理
的

　
に
実
質
賃
金
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
生
産
諾
力
を
膨
脹
さ
せ
る
資
本
の
傾
向
と
、
通
常
の
利
潤
率
の
獲
得
が
可
能
に
さ

れ
る
水
準
に
賃
金
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
資
本
の
「
欲
望
」
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
で
あ
る
と
、
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
」
マ
ル

　
ク
ス
の
章
句
の
こ
の
あ
ま
り
に
も
無
理
な
解
釈
は
、
第
二
版
以
後
に
は
削
除
さ
れ
た
が
「
蓄
積
の
結
果
と
し
て
の
増
大
す
る
生
産
力

と
資
本
の
収
益
性
の
低
下
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
」
を
恐
慌
の
基
本
的
原
因
と
み
る
、
ド
ツ
ブ
の
本
来
の
主
張
は
い
ぜ
ん
と
し
て
残
さ

　
　
　
ド
ッ
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恐
慌
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検
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立
命
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済
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一
九
八
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れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
ノ
し
に
の
べ
た
よ
う
に
恐
慌
の
問
題
を
直
接
的
生
産
過
程
の
領
域
に
封
じ
こ
め
る
も
の
で
あ
る
。
恐
慌
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

的
原
因
は
、
資
本
制
生
産
様
式
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
、
生
産
の
杜
会
的
性
質
と
占
有
の
私
的
性
質
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
あ
る
が

　
　
し
か
る
に
ド
・
ブ
は
こ
の
基
本
的
矛
盾
に
つ
い
て
は
一
語
も
の
べ
て
い
な
い
　
　
、
ン
、
れ
は
ま
づ
彼
自
身
が
引
用
し
て
い
る

「
直
接
的
搾
取
の
諸
条
件
と
そ
の
実
現
の
諾
条
件
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
恐
慌
本
来
の
問
題
は
、

直
接
的
生
産
過
程
に
お
け
る
生
産
諾
力
と
生
産
諾
関
係
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
で
は
な
く
、
生
産
過
程
に
お
け
る
生
産
諾
条
件
と
流

通
過
程
に
お
け
る
実
現
諾
条
件
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
こ
そ
あ
る
の
だ
。

鱒
　
Ｕ
◎
一
）
一
）
一
亭
邑
一
甲
一
心
◎
１
山
昌
・

鋤
「
過
剰
生
産
に
よ
る
舞
恐
慌
の
基
礎
ポ
よ
び
醤
は
、
栗
主
義
経
済
体
制
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
つ
恐
慌
の
基
礎
は
生
産
の
杜
会
的
性

　
　
格
と
生
産
の
成
果
の
資
本
主
義
的
占
有
形
態
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
あ
る
。
こ
の
資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
は
、
最
大
の
資
本
家
的
利
潤
を
獲

　
　
得
せ
ん
が
た
め
の
資
本
主
義
の
生
産
力
の
巨
大
な
成
長
と
、
資
本
家
た
ち
に
よ
っ
て
つ
ね
に
そ
の
生
活
水
準
を
最
低
限
度
に
・
維
持
さ
伽
る
と
こ

　
　
ろ
の
・
勤
労
大
衆
の
支
払
能
力
あ
る
需
要
の
相
対
的
減
少
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
」
（
ス
タ
ー
リ
ン
「
全
同
盟
共
産
党
第
十

　
　
六
回
大
会
へ
の
中
快
委
員
会
の
活
動
擢
告
」
邦
訳
研
究
資
料
二
二
－
一
四
頁
）

　
し
か
し
ド
ッ
ブ
は
そ
の
主
張
を
つ
づ
け
る
。
「
マ
ル
ク
ス
は
恐
慌
を
た
ん
に
伝
統
的
な
混
乱
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
体
制
の

長
期
的
傾
向
の
彩
成
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
演
ず
る
も
の
と
し
て
　
　
恐
慌
後
に
ン
、
の
体
制
が
落
つ
く
と
こ
ろ
の
新
し
い
均
衡

に
反
作
用
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
恐
慌
が
、
彼
が
『
相
対
的
過
剰
人
口
」
あ
る
い
は
「
産
業
予
備
軍
』
と
名

づ
け
た
も
の
に
及
ぽ
す
影
響
の
ゆ
え
に
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。
－
…
…
恐
慌
の
主
要
な
効
果
は
こ
の
「
産
業
予
備
軍
」
を
再
び
つ
く

り
だ
し
、
あ
る
い
は
膨
脹
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
づ
い
て
労
働
力
の
価
値
を
安
く
す
る
効
果
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
…

：
…
そ
れ
は
剰
余
価
値
増
大
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
、
投
資
過
程
の
再
開
の
基
礎
を
準
備
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
…
．
こ



の
『
産
業
予
備
軍
』
の
定
期
的
増
加
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
ン
、
れ
に
よ
っ
て
こ
の
体
制
が
資
本
価
値
の
重
大
な
侵
害
に
対
抗
し
、
資
本
蓄

積
が
利
潤
率
○
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
傾
向
に
た
い
す
る
償
い
を
す
る
と
こ
ろ
の
、
積
粁
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

「
資
本
主
義
固
有
○
人
口
汁
則
」
と
名
づ
け
た
と
こ
ろ
○
も
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
産
業
予
備
軍
の
役
割
を
重
視
す
る
ド
ツ
ブ
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
剰
余
価
値
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
資
本
主
義
体
制
の

存
続
の
基
礎
と
み
る
。
マ
ル
ク
ス
の
賃
金
理
論
は
、
リ
カ
ー
ド
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
マ
ル
サ
ス
の
人
口
法
則
の
う
え
に
立
っ
て

は
い
な
い
。
そ
れ
で
は
「
そ
れ
は
、
な
ぜ
労
働
力
の
伍
格
が
生
産
物
の
価
値
に
等
し
い
水
準
ま
で
上
昇
し
な
い
か
ど
い
う
、
理
由
を

あ
た
え
な
い
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
に
が
資
本
蓄
積
を
し
て
、
そ
れ
が
ひ
き
お
こ
す
労
働
に
た
い
す
る
需
要
の
増
大
に

よ
っ
て
、
剰
余
価
値
が
消
失
し
、
か
く
し
て
資
本
主
義
が
そ
れ
自
身
の
カ
ノ
し
そ
れ
が
そ
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
階
級
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

平
等
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
ま
で
、
賃
金
水
準
を
上
昇
さ
せ
る
の
を
防
止
す
る
の
か
。
・
・
…
…
と
こ
に
作
用
す
る
決
定
的
な

要
因
　
　
マ
ル
ク
ス
の
理
論
に
し
た
が
え
ば
、
そ
の
体
制
が
自
己
消
滅
を
禁
ず
る
防
衛
的
な
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
　
　
は
、
産
業
予
備
軍
が

周
瑚
的
に
補
充
さ
れ
る
二
重
の
反
作
用
か
ら
な
っ
て
い
る
。
二
重
の
反
作
用
と
は
、
一
つ
の
「
労
働
節
約
的
』
変
化
へ
む
か
う
傾
向

を
も
つ
資
本
主
義
経
済
の
傾
向
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
利
潤
率
の
か
な
り
な
低
下
の
兆
候
が
生
じ
た
と
き
に
、
蓄
積
が
滅
退
し
投
資

が
萎
縮
す
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
一
方
に
お
け
る
労
働
予
備
軍
の
こ
の
内
包
的
な
補
充
　
　
い
わ
ば
労
働
市
場
に
お
け
る
需
要
の

側
か
ら
働
く
要
因
　
　
と
、
他
方
人
口
の
増
加
、
中
間
社
会
層
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
、
未
開
拓
の
植
氏
地
域
へ
の
投
資
の
拡
張
に
よ
る

新
労
働
供
給
の
外
延
的
な
拡
充
、
こ
の
二
つ
が
労
働
力
の
価
格
を
剰
余
価
値
の
取
得
を
ゆ
る
す
水
準
に
圧
追
す
る
よ
う
に
、
た
え
ず

働
い
て
い
る
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
の
一
つ
ま
た
は
二
つ
の
作
用
は
資
本
主
義
生
産
の
存
続
の
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
。
」

　
「
．
し
た
が
っ
て
資
本
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
賃
金
が
「
あ
ま
り
に
高
い
」
が
ゆ
え
に
、
前
進
が
抑
制
さ
れ
、
恐
慌
が
生
ず
る
。
そ
し

　
　
ド
ッ
ブ
恐
慌
論
の
検
討
（
松
囲
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
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七
三
三
）
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立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
（
七
三
四
）

て
こ
れ
が
経
済
学
の
文
献
に
お
い
て
、
間
題
が
伝
統
的
に
表
現
さ
れ
る
仕
方
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
い
う
い
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
資

本
に
た
い
す
る
あ
る
最
低
限
が
『
必
要
で
あ
る
』
と
い
う
仮
定
と
、
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
づ
て
、
こ
う
い
う
脈
絡
に

お
い
て
の
み
、
あ
る
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
利
潤
と
利
子
と
が
あ
ま
り
に
高
い
が
ゆ
え
に
、
恐
慌
が
生
ず
る
と
い
う
の
が

正
し
い
。
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
い
い
方
は
、
「
杜
会
的
生
産
」
の
体
制
と
の
比
較
に
お
い
て
、
「
資
本
主
義
的
生
産
の
稟
の
障
碍
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
－

資
本
そ
れ
自
身
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
事
実
に
注
意
を
む
け
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

　
胸
　
Ｕ
ｏ
げ
Ｆ
亭
昌
一
勺
一
一
昌
１
Ｈ
心
心
一

　
鮒
　
Ｈ
巨
｛
・
甲
Ｈ
心
ｑ
．

　
以
上
に
紹
介
し
た
ド
ツ
ブ
の
恐
慌
論
は
、
こ
れ
を
も
っ
と
も
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
資
本
蓄
積
の

進
行
と
労
働
生
産
力
の
発
展
と
に
と
も
な
い
、
資
本
の
有
機
的
構
成
は
高
度
化
し
、
ユ
、
れ
は
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
。

大
き
な
相
対
的
過
剰
人
口
Ｈ
産
業
予
備
軍
が
存
在
す
る
状
態
に
お
い
て
は
、
賃
金
は
低
落
し
、
梢
対
的
剰
余
価
値
が
増
大
し
て
、
利

潤
率
の
低
下
に
反
作
用
し
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
。
し
か
し
相
対
的
過
剰
人
口
が
少
な
け
れ
ば
、
こ
の
反
対
傾
向
は
作
用
し
え
ず
、
利

潤
率
は
低
下
す
る
。
こ
の
蓄
積
の
結
果
と
し
て
の
璃
大
す
る
生
産
力
と
資
本
の
収
益
性
の
低
下
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
が
、
恐
慌
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
作
用
と
反
作
用
、
す
な
わ
ち
有
機
的
構
成
高
度
化
　
　
利
潤
卒
低
下
と
相
対
的

過
剰
人
口
増
加
　
　
棉
対
的
剰
余
価
値
増
大
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
異
議
は
あ
り
え
な
い
。
問
題
は
ど
こ
ま
で
も
こ
の
利
潤

率
の
低
下
が
、
た
だ
ち
に
恐
慌
を
ひ
き
お
こ
す
か
否
か
に
あ
る
。

　
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
渋
則
は
、
労
働
生
産
力
の
発
展
を
示
す
、
資
木
制
的
な
表
現
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
資
本
制
生
産
の
長

期
的
趨
勢
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
、
ド
ッ
ブ
は
初
版
で
は
、
利
潤
期
待
の
失
望
と
、
利
潤
率
の
低
下
が
漸
次
的
に
で
は
な
く
、
労



働
需
要
の
増
大
と
賃
金
上
昇
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
突
如
と
し
て
作
用
す
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
投
資
と
生
産
の
全
般
的
縮
少

が
生
ず
る
と
衣
し
た
が
、
こ
の
説
明
は
第
二
版
以
後
に
は
放
棄
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
最
近
に
は
、
こ
れ
を
完
全
に
否
定
し
て
、

「
こ
れ
（
労
働
需
要
　
　
賃
金
騰
貴
　
　
利
潤
率
低
下
　
　
恐
慌
と
い
う
説
）
が
、
実
際
の
少
く
と
も
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

う
な
発
達
し
た
資
本
主
義
国
に
お
け
る
、
真
に
現
実
的
な
描
写
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
」
と
い
う
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

賃
金
騰
貴
が
利
潤
率
を
低
下
さ
せ
て
恐
慌
を
み
ち
び
く
と
い
う
主
張
は
、
の
ち
に
み
る
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
に
お
い
て
も
く
り
返
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ド
ッ
ブ
の
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
現
実
に
適
合
し
た
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
学
説
に
よ
っ

て
基
礎
づ
け
う
る
も
の
で
も
な
い
。
な
る
ほ
ど
マ
ル
ク
ス
は
、
「
恐
慌
は
い
つ
で
も
、
ま
さ
に
労
賃
が
一
般
的
に
昂
騰
し
て
、
労
働

者
階
級
が
年
六
の
生
産
物
の
う
ち
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
部
分
の
現
宍
に
よ
り
大
き
な
分
前
を
受
け
と
る
時
期
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ

８
）
包
。
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
同
時
的
な
利
潤
の
縮
少
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
賃
金
の
騰
貴
以
上
の
利

潤
の
増
大
を
保
証
す
る
と
こ
ろ
の
、
好
況
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
利
潤
率
の
低
下
は
現
実
に
は
い
か
に
作
用
す
る
か
。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。
「
利
潤
率
の
低
落
と
蓄
積
の
促
進
と
は
、
こ

の
両
者
が
生
産
力
の
発
展
を
表
現
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
お
な
じ
過
程
の
異
っ
た
表
現
に
す
ぎ
な
い
。
蓄
積
は
、
そ
れ
に
つ
れ
て
よ
り

大
規
模
な
労
働
の
集
積
が
生
じ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
よ
り
高
度
な
資
本
構
成
が
生
ず
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
利
潤
卒
の
低
落
を
促
進

す
る
。
他
方
で
は
、
利
潤
率
の
低
落
は
ま
た
、
資
本
の
集
積
を
促
進
し
、
か
っ
小
資
本
家
た
ち
の
収
傘
に
よ
り
、
最
後
に
残
つ
た
直

接
的
生
産
者
た
ち
の
収
奪
に
よ
っ
て
、
資
本
の
集
中
を
促
進
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
蓄
積
が
量
的
に
　
　
蓄
積
率
は
利
潤
卒
と
と

も
に
低
落
す
る
と
は
い
え
　
　
促
進
さ
れ
る
。

　
他
方
で
は
、
総
資
本
の
増
殖
率
す
な
わ
ち
利
潤
率
が
資
本
制
生
産
の
刺
戟
で
あ
る
か
ぎ
り
は
（
資
本
の
増
殖
は
資
本
制
生
産
の
唯

　
　
ド
ツ
ブ
恐
慌
諭
の
検
討
（
松
囲
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
（
七
三
六
）

一
の
目
的
で
あ
る
）
・
利
潤
率
の
低
落
は
、
新
た
な
自
立
的
諾
資
本
の
形
成
を
緩
漫
に
し
、
か
く
し
て
資
本
制
生
産
過
憶
の
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

脅
威
す
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
は
過
剰
生
産
、
投
機
、
恐
慌
、
遇
剰
資
本
な
ら
び
に
過
剰
人
口
を
促
進
す
る
。
」
と
。
ド

ッ
ブ
の
利
潤
率
の
低
下
か
ら
恐
慌
を
み
ち
び
き
だ
す
見
解
が
、
こ
の
蓄
積
の
「
促
進
」
と
「
緩
慢
化
」
と
い
”
、
利
潤
率
低
落
の
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０

積
に
及
ぽ
す
二
両
的
影
響
の
う
ち
、
後
者
の
み
を
抽
象
し
、
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
後
者
の
作
用
の
み
に
か
ぎ
っ
て
考
え
て
も
、
生
産
力
の
増
大
と
収
益
性
の
低
下
と
い
う
よ
う
な
直
接
的
生
産
過
程
の

内
部
に
お
け
る
矛
盾
の
み
で
は
恐
慌
を
説
明
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
恐
慌
は
沐
来
剰
余
価
値
の
生
産
諾
条
件
と
実
現
諸
条
件
と
の

あ
い
だ
の
矛
盾
を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
糺
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
は
、
恐
慌
の
基
本
的
原
因
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
恐
慌
を
必
然
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ

の
資
本
制
蓄
積
の
一
産
物
な
の
で
あ
る
。
累
進
的
な
資
本
蓄
積
が
、
生
産
力
の
急
激
な
発
展
を
も
た
ら
し
、
一
方
に
お
い
て
有
機
的

構
成
の
高
度
化
を
通
じ
て
利
潤
率
を
傾
向
的
に
低
下
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
生
産
諸
部
門
間
の
不
均
衡
を
生
ぜ
し
め
、

ま
た
敵
対
的
な
分
配
関
係
と
蓄
積
衝
動
と
に
よ
っ
て
大
衆
の
消
費
を
狭
隆
な
限
界
内
に
と
ぢ
こ
め
る
。
恐
慌
は
ま
さ
に
こ
の
矛
盾
の

強
力
的
爆
発
で
あ
る
。
利
潤
率
の
低
下
傾
向
の
法
則
と
恐
慌
と
の
関
連
は
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
そ
れ
で
は
ド
ッ
ブ
は
な
ぜ
無
理
な
苦
し
い
説
明
に
よ
っ
て
ま
で
、
恐
慌
の
原
因
を
利
潤
率
の
低
下
に
も
と
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
の
内
在
的
矛
盾
を
否
定
し
よ
と
す
る
ツ
ガ
ン
．
バ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー

の
不
比
例
説
は
、
マ
ル
キ
ス
ト
に
は
到
底
受
け
容
れ
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
過
少
消
費
説
に
つ
い
て
は
口
ー
ザ
．
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

を
は
じ
め
い
づ
れ
も
そ
の
充
分
な
論
理
的
定
式
化
に
失
敗
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
恐
慌
問
題
に
た
い
す
ろ
マ
ル
ク
ス
主
義
著
述
家
の
注

意
は
他
に
転
ぜ
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
は
、
利
潤
率
低
下
の
傾
向
の
果
す
役
割
を
第
一
義
的
な
も
の
と
考
え
る
グ
ロ
ー
ス
マ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

ン
や
ド
ッ
ブ
の
見
解
を
生
じ
た
と
い
う
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
も
一
つ
の
理
由
で
は
あ
ろ
う
が
。
ド
ツ
ブ
の
場
合
に
は
彼
の
特
異
な
恐
慌

論
は
、
彼
の
経
済
学
全
体
の
方
法
論
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
経
済
学
と
資
本
主
義
』
の
第
一
章
は
「
価
値
論
の
必
要
条
件
」
（
↓
ざ
寄
｛
ぎ
巨
、
、
一
一
。
｛
害
弓
げ
、
、
Ｈ
。
｛
く
津
Ｈ
一
一
、
）
と
題
さ
れ

て
・
労
働
価
値
説
の
効
用
価
値
説
に
た
い
す
る
決
定
的
優
越
性
が
、
後
者
が
剰
余
価
値
を
説
明
し
え
な
い
の
に
、
前
者
は
こ
れ
を
説

明
し
う
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
見
事
に
主
張
さ
パ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
価
値
論
に
は
、
マ
ル
ク
ス
が
「
経
済
学
を

理
解
す
る
た
め
の
枢
軸
」
と
よ
ん
だ
と
こ
ろ
の
「
労
働
の
二
重
性
格
（
抽
象
的
人
間
的
労
働
と
具
体
的
有
用
的
労
働
）
」
の
、
し
た

が
っ
て
ま
た
価
値
形
態
の
展
開
の
説
明
が
欠
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
書
物
は
経
済
学
の
全
領
域
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
若
干
の
部
面
だ
け
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
彼
を
責
め
る
の

は
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
労
働
の
二
重
性
格
こ
そ
、
『
資
本
諭
」
全
三
巻
を
貫
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
矛
盾
の
端
初
で

あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
一
言
も
こ
れ
に
顔
れ
て
い
な
い
ド
ッ
ブ
は
、
明
確
な
弁
証
法
的
方
法
論
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
評
す
る
の
は
酷
で
あ
ろ
う
か
、
そ
し
て
こ
の
労
働
の
二
重
性
格
は
、
こ
れ
を
土
台
と
し
て
展
開
す
る
商
晶
流
通
の
過
程
に
お
い
て
、

「
恐
慌
の
彬
式
的
可
能
性
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
、
「
杜
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
」
の
過
程
に
お
い
て
、
「
恐

慌
の
い
つ
そ
う
発
展
せ
る
可
能
性
」
と
し
て
再
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
論
理
的
展
開
は
ド
ツ
ブ
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く

み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
彼
が
、
恐
慌
を
生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
対
立
を
ふ
く
む
再
生
産
の
諸
条
件
、
す
な
わ
ち
「
恐
慌
の
い

づ
そ
う
発
展
せ
る
可
能
性
」
を
通
じ
て
の
み
あ
ら
わ
れ
１
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
直
接
的
生
産
過
程
そ
の
も
の
の
内
部
的
矛
盾
に

お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
は
、
窮
趣
に
お
い
て
、
彼
が
労
働
の
二
重
性
格
を
明
確
に
把
握
し
え
な
か
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
七
か
く
し
て
ド
ツ
ブ
は
恐
慌
論
本
来
の
間
題
の
所
在
を
見
誤
っ
て
い
る
も
Ｏ
と
い
わ
ね

　
　
ド
ツ
ブ
恐
慌
論
の
検
討
（
松
固
）
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
〇
三
（
七
三
七
）



　
　
立
命
髄
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
木
普
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
（
七
三
八
）

ば
な
ら
な
い
。

　
い
わ
ゆ
る
近
代
経
済
理
論
な
る
末
期
俗
流
経
済
学
が
圧
倒
的
な
勢
力
を
も
つ
イ
ギ
リ
ス
経
済
学
界
に
お
い
て
、
そ
の
学
派
か
ら
出

な
が
ら
こ
れ
を
超
克
し
て
よ
く
科
学
的
経
済
学
に
到
達
し
た
ド
ツ
ブ
、
公
式
主
義
的
解
釈
学
に
甘
ん
普
ず
創
造
的
で
あ
ろ
う
と
努
め

な
が
ら
も
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
以
よ
う
に
修
正
主
義
的
偏
向
に
略
ら
ず
、
資
本
主
義
世
界
の
経
済
学
者
と
し
て
ひ
と
り
革
命
的
マ
ル
ク

ス
主
義
を
ま
も
ろ
う
と
し
て
い
る
ド
ツ
ブ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
敬
意
を
暗
し
ま
な
い
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
意
義
を
閲
明
し
、
近

代
経
済
理
論
を
論
破
し
よ
う
と
し
た
、
『
経
済
学
と
資
本
主
義
』
の
積
極
的
意
義
を
高
く
評
価
す
る
。
し
か
し
彼
の
恐
慌
論
を
全
面

的
に
受
け
容
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
彼
の
理
論
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
発
展

さ
れ
た
恐
慌
論
の
ま
さ
に
も
つ
と
ポ
基
本
的
な
点
を
見
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
と
の
相
異
点
と
と
も
に
ま
た
類
似
点
を
も
っ

た
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
の
恐
慌
論
を
論
評
し
た
の
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
す
る
マ
ル
ク
ス
Ｈ
レ
ー
ニ
ソ
的
恐
慌
論
の
基
本
的
構
成
を
示

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
い
つ
そ
う
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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